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長崎駅

日本近代西洋医学教育の父　ポンぺ
長崎海軍伝習所絵図（部分）　公益財団法人鍋島報效会所蔵ポンぺ肖像画（個人所蔵、シーボルト記念館寄託）

Johannes
Pompe

van
Meerdervoort 開館時間│午前９時～午後５時

休 館 日│毎週月曜日（祝日の場合は開館）、12月29日～1月3日

入 館 料│無料

公共交通機関でのアクセス

○路面電車　
「新地中華街」または「思案橋」電停下車。徒歩10分。
○バ　ス　
長崎バス「長崎新地ターミナル」または「思案橋」バス停下車。
徒歩10分。

※資料館専用の駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

〒850-0837  長崎市西小島１丁目8番15号
（市立仁田佐古小学校体育館横）
TEL / FAX 095-822-7023

長崎（小島）養生所跡資料館
NAGASAKI (KOSHIMA) YOJOSHO REMAINS MUSEUM

1857年（安政4）、長崎海軍伝習所の第二次教官団団長ファン・カッ
テンディーケ少佐により抜擢され、28歳で来日。教官着任後、松
本良順の協力を得て、日本人に対する医学伝習を開始しました。自
然科学を基礎とした体系的な近代医学教育を日本で初めて導入し、
５年間にわたり１人で教えました。また、1858年（安政5）及びその
翌年、長崎でコレラが大流行した際には、患者の治療と予防に尽
力しました。
1859年（安政6）には彼の念願であった病院建設が幕府に認めら
れ、1861年（文久元）、日本最初の近代西洋式病院として長崎（小
島）養生所が開設されると、患者の治療とともに、臨床講義による
実践的な教育を行いました。「医師は自分自身のものではなく、病め
る人のものである。」というポンぺの言葉は、長崎大学医学部の校
是とされ、今日になおその精神が継承されています。
ポンぺは、1862年（文久2）、予定していた講義の全課程を終え、
オランダに帰国しました。5年の任期中に、後に日本の医学・医療
の発展に大きく貢献することとなる多くの人材を育成したことから、
日本近代西洋医学教育の父と称されています。

ポンぺ（中央右）と松本良順（中央左）（長崎大学附属図書館医学分館所蔵）
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右から 小島養生所 、 医学所、 分析究理所
（長崎大学附属図書館所蔵）

日本近代西洋医学教育の父　ポンペの肖像
（長崎大学附属図書館所蔵）
日本近代西洋医学教育の父　ポンペの肖像
（長崎大学附属図書館所蔵）

長崎（小島）養生所跡資料館
NAGASAKI (KOSHIMA) YOJOSHO

REMAINS MUSEUM

ヨハネス・ポンぺ・ファン・メールデルフォールト（1829～1908）

路面電車電停
バス停



1861（文久元年）　養生所を開設
1865（慶応元年）　養生所と医学所を統合し、精得館と改称
1868（明治元年）　精得館を長崎府医学校と改称
1881（明治14年）　養生所南棟を解体
1889（明治22年）　養生所北棟を解体 
1906（明治39年）　佐古尋常高等小学校が開校
1957（昭和32年）　養生所跡地に旧佐古小学校の体育館を建設
2017（平成29年）　長崎市史跡に指定
2020（令和２年）　長崎（小島）養生所跡資料館オープン

遺構や出土遺物、関係資料を展示、映像やＶＲを用いて養生所の歴史的価値や
ポンぺの功績などを紹介。

沿　革

西洋皿
（オランダ製）
西洋皿

（オランダ製）
洋酒瓶

（ヨーロッパ製）
洋酒瓶

（ヨーロッパ製） ▲試験管など（ヨーロッパ製）▲試験管など（ヨーロッパ製）
文久永宝

（1863 年初鋳）
文久永宝

（1863 年初鋳）
薬瓶

（ヨーロッパ製）
薬瓶

（ヨーロッパ製）
洋薬小瓶

（ヨーロッパ製）
洋薬小瓶

（ヨーロッパ製）

長崎（小島）養生所は、ポンぺの病院設立の願いにより、1861年（文

久元）に開設された我が国最初の近代西洋式病院です。建設場所に

は、長崎郊外の陽光に恵まれ、風通しがよく、空気が清涼な高台であ

る長崎村小島郷字佐古の丘が選ばれました。建物は、オランダの軍病

院などを参考に、ポンぺらオランダ人の設計に基づいて建設され、設

備も西洋式のものが導入されていました。また、医学所が併設され、

基礎から臨床までの体系的な近代医学教育が行われました。

1865年（慶応元）には、養生所と医学所は精得館と改称され、化学・

物理学の教室として分析究理所が新設されました。明治維新後は、長

崎府医学校に改称、後の長崎大学医学部の源流となりました。

2015（平成27）～ 2017（平成29）年度の発掘調査で、養生所北棟の

石垣や建物基礎などが発見され、幕末・明治前期のガラス製薬瓶や薬

草を煎じる土鍋・土瓶など、病院関連遺物が多く出土しています。

小島養生所に関する遺構が残る体育館側敷地は、日本最初の近代西

洋式病院及びその関連施設として、幕末に設置された養生所、医学所

及び分析究理所を含む精得館までの施設に対する評価から、2017年

（平成29）6月5日に長崎市の史跡に指定されています。 長崎（小島）養生所で医学を
教え、日本近代西洋医学教
育の父と称されるポンぺを
案内役に、養生所の歴史や
日本医学史の流れを紹介し
ます。

はじめに

出土遺物〈生活の痕跡を示す遺物〉 〈病院関連遺物〉

長崎海軍伝習所の誕生から、養生所やその関連施設
が設置された経緯などを紹介。また、養生所北棟の
基礎遺構を露出展示しています。

■１ 長崎（小島）養生所の建設
小島養生所跡から出土した石垣遺構
を露出展示するとともに、出土遺物や分析
究理所遺構を紹介。さらにＶＲで当時の建
物の外観・内観を再現します。

■４ 小島養生所跡
　 の保存・活用

ポンぺに学んだ松本良順や
長与専齋といった日本の近
代医学・医療に大きく貢献し
た人物を紹介し、ポンぺの影
響力について伝えます。

■３ 日本の近代医学・
　 医療の発展

ポンぺが行った体系的な
医学教育について、ポンぺ
の講義録などを用いて紹
介します。

■２ ポンぺの医学教育 ポンぺの長崎来訪から帰国までの足跡
をたどり、その功績を紹介するととも

に、ＣＧにより再現した
遺構や当時の養生所に
ついて解説します。

シアターゾーン

常設では紹介できない資料を展示
します。

企画展示ゾーン

日本最初の近代西洋式病院　

長崎（小島）養生所跡

養生所建物の基礎遺構

◀資料館平面図

入口

養生所の石垣遺構

市指定史跡

長崎のパノラマ（長崎大学附属図書館所蔵）

小島養生所の古写真
（「松香遺稿」所収）

（長崎大学附属図書館医学分館所蔵）


